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Abstract
Learning strategies are said to be steps taken by learners to enhance their own learning,
and better learners are said to use wider range of learning strategies.  This study was con-
ducted to see if a three-week stay in an English speaking country affects the range of ap-
propriate language learning strategy use by students.  Oxford’s “Strategy Inventory for
Language learning (SILL)” was used to verify this question, and the collected data was
statistically analyzed.  As a result, a group of 19 students who participated in the three-
week homestay program in New Zealand showed significantly higher use of language
learning strategies compared to a group of 24 students who didn’t take part in the pro-
gram, despite the fact that both groups had been statistically same in the aspect of learn-
ing strategy use before the program was conducted.  This tendency of program partici-
pants was confirmed to continue even seven weeks after the completion of the homestay
program.  At the same time, it was found that the students of both groups had a tendency











































































































































































































































































































































































































































































































（a）時期×群：F (1, 41) = 6.42, p < .05
（b）ストラテジーのタイプ×群：
F (5, 205) = 0.82, p > .05
（c）時期×ストラテジーのタイプ：






















るか否かという点については、t (41) = 1.71,
p > .05 であり、研修前には両群はストラテジ
ーの使用度において、差はなく同質であった
ことになる。研修後の両群については、t (41)











































(1,41) = 6.418, p < .05で主効果は見られたも
のの、以降これらは論じないことにする。
「ストラテジーのタイプ」については、F
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言語学習ストラテジー調査
回答選択肢
１．全然、あるいはほとんどあてはまらない。
２．通常あてはまらない。
３．いくらかあてはまる。
４．通常あてはまる。
５．常に、あるいはほとんどあてはまる。
Part A（記憶ストラテジーに関する9問）
１．英語ですでに知っていることと、新しく学習し
たこととの関係を考える。
２．覚えやすいように、文の中で新語を使う。
３．単語を覚えるために、新語の音とその単語のイ
メージや絵を結びつける。
４．単語が使われる場を心に描いて新語を覚える。
５．新語を覚えるのにリズムを使う。
６．新語を覚えるのにフラッシュカード（単語カー
ド）を使う。
７．新語を身体で表現して覚える。
８．授業の復習をよくする。
９．新語を覚えるのにその語があった本のページ、
黒板、あるいは道路標識などの位置を記憶してお
く。
Part B（認知ストラテジーに関する14問）
10．新語を何回も書いたり言ったりする。
11．英語のネイティブ：スピーカーのように話すよ
うに心がけている。
12．英語の発音練習をする。
13．知っている単語をいろいろな文脈で使う。
14．積極的に英語で会話を始める。
15．英語のテレビ番組や英語の映画を見る。
16．英語で読むのが楽しい。
17．英語でメモ、メッセージ、手紙、報告を書く。
18．英語の段落をまずざーっと読み取り、それから
再び前に戻って注意深く読む。
19．英語の新語に似た語を自国語の中に探す。
20．英語の中にパターンを見つけようとする。
21．むずかしい英単語は分解して、意味を知ろうと
する。
22．逐語訳はしないよう、心がける。
23．英語で読んだり聞いたりしたことを要約する。
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Part C（補償ストラテジーに関する6問）
24．知らない英単語を理解しようと推測をする。
25．英語での会話中に適切な語を思いつかない時、
ジェスチャーを使う。
26．英語で適切な語が分からない時、新語を作る
（造語する）。
27．英語を読む時、一語一語調べない。
28．英語で会話中に相手が次に何と言うか、推測し
ようと心がける。
29．英語の単語が思いつかない時、同じ意味を持つ
語や句を使う。
Part D（メタ認知ストラテジーに関する9問）
30．いろいろな手段を見つけて、できるだけ英語を
使おうとする。
31．自分の英語の間違いに気づいたら、そこから学
んで上達しようとする。
32．他の人が英語で話している時、注意を払う。
33．どうすればより優れた英語学習者になれるか、
知ろうとする。
34．英語学習に十分な時間を当てられるように、自
分のスケジュールを立てる。
35．英語で話しかけることのできる人を探す。
36．できるだけ英語で読む機会を探す。
37．自分の英語技能向上への、明確な目標がある。
38．自分の英語学習の進歩について考える。
Part E（情意ストラテジーに関する6問）
39．英語を使うのに自信がない時は、リラックスす
るように心がける。
40．間違いを恐れず、英語を話すように自分を励ま
す。
41．英語でうまくいったとき、自分をほめる。
42．英語を勉強している時や英語を使っている時に、
緊張したり神経質になっているかどうか、気づ
く。
43．言語学習日記に自分の感情を書き留める。
44．英語を勉強している時、自分がどう感じている
か、他の人と話す。
Part F（社会的ストラテジーに関する6問）
45．英語が分からない時、ゆっくり話してもらうか、
もう一度言ってもらう。
46．自分が英語を話している時、ネイティブスピー
カーに間違いを直してくれるように頼む。
47．他の学生達と英語を練習する。
48．英語に困った時、英語のスピーカーからの助け
を求める。
49．英語で質問をする。
50．英語が話されている国の文化を学ぶよう、心が
ける。
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